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【第 221回国会】令和８年４月 22日（水）、第７回の委員会が開かれました。 

 

１ 理事の辞任及び補欠選任 

・理事の辞任を許可し、補欠選任を行いました。 

   辞任   理事 永岡桂子君（自民） 

   補欠選任 理事 盛山正仁君（自民）（理事永岡桂子君今 22日理事辞任につきその補欠） 

２ 文部科学行政の基本施策に関する件 

 ・松本文部科学大臣及び政府参考人に対し質疑を行いました。 

（質疑者）辻秀樹君（自民）、泉健太君（中道）、浮島智子君（中道）、市村浩一郎君（維新）、西岡義高

君（国民）、河井昭成君（国民）、渡辺藍理君（参政）、河合道雄君（みらい） 

 

（質疑者及び主な質疑事項） 

 

辻秀樹君（自民） 

 

（１） 高等学校等就学支援金等について 

ア いわゆる高校無償化という表現が授業料以外の学納金も無償化されるという誤解を招くおそれが

あることを踏まえた、新制度の趣旨及び内容の周知に係る取組方針 

イ 昨年度の高校生等臨時支援金の支給において、私立高校等では授業料を一旦納付した後に支援金

相当額が返還され、保護者に実質的な負担が生じたことを踏まえ、今年度からの新制度による支援

金の支給を早期に実施するための対応方針 

ウ 在外教育施設に在学する生徒に対する授業料支援の内容及びその周知状況並びに今後の取組方針 

エ 申請手続について 

ａ 高等学校等就学支援金オンライン申請システム（ｅ―Ｓｈｉｅｎ）の一時停止を受けた申請者

の不安払拭に向けた対応方針 

ｂ 受給資格の認定の際の地方公共団体や学校の事務負担軽減のためのオンラインを活用した申請

に係る条件整備の取組方針 

（２） 高校生等奨学給付金制度の今年度の拡充内容並びにその申請手続及び支給時期の周知に向けた取組

方針 

（３） 今後の高校教育改革に向けた松本文部科学大臣の決意 

 

泉健太君（中道） 

 

（１） 同志社国際高校の研修旅行中に発生したボート転覆事故について 

ア ４月 24日に予定されている文部科学省による学校法人同志社への訪問調査において、真相究明の

ために詳細な聞き取りを行う必要性についての松本文部科学大臣の所見 

イ 訪問調査が同志社国際高校から聞き取りをした学校法人からの又聞きによる説明になるのではな

いかとの懸念及び校長等の同志社国際高校関係者が同席することの確認 

ウ 訪問調査は事故全体についての聞き取り調査であることの確認及び報告書の作成予定の有無 

エ 訪問調査の実施主体について文部科学省と京都府の関係を明確にする必要性 

オ 学校法人同志社に設置された第三者委員会から申出があった場合における訪問調査への同席及び

訪問調査で聞き取った情報の第三者委員会に対する提供の可否 

カ 今回の事故の出発点を解明するために退職した教員等にも過去の経緯を確認する意思の有無 

キ 参議院の質疑においてなされた子供の安全に関することについては私立学校に対しても公的機関

のチェック機能を働かせるべきとの指摘に対する文部科学省内での検討状況 

ク 文部科学省が、京都府や学校法人に対し、被害者や遺族へ利用可能な支援制度の情報提供等を要
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請する必要性 

（２） 博物館における収蔵品について 

ア 博物館法に基づく博物館の設置運営に係る基準の改正により同基準に所蔵品の「廃棄」という文

言が盛り込まれたが、廃棄に至るまでに「売却」という選択肢もあり得るのかの確認 

イ 収蔵品を教育機関等に積極的に貸与することにより文化や歴史に対する関心を高めてはどうかと

の提案に対する文化庁の見解 

ウ 収蔵品の全国的な連携・共有に資するデータベース化を推進する必要性 

（３） 青少年のインターネットの長時間利用等が体力や学力等に与える影響について調査を行い、それに

基づき対処する必要性 

 

浮島智子君（中道） 

 

（１） 通信制高校について 

ア 文部科学省及び所轄庁による点検調査で判明した広域通信制高校における不適切な教育活動等の

内容及び教育の質の改善に向けた取組 

イ 高等学校の定時制教育及び通信教育振興法の早期改正に向けて協力するとともに、広域通信制高

校における教育の質の確保及び管理運営の適正化に向けた実効性ある取組を推進することについて

の松本文部科学大臣の見解 

（２） 特別支援学校における教科書の配付・使用について 

ア 特別支援学校の小・中学部が教科書の使用義務及び無償措置の対象であるかの確認並びに児童生

徒への教科書の配付期限の確認 

イ 北海道立特別支援学校において教科書配付が適切に行われなかった事案の内容及びその理由 

ウ 特別支援学校における適切な教科書配付及び使用の徹底の重要性並びに教科書制度に係る保護者

の理解促進の重要性 

エ 今年度は４月の授業開始に間に合うよう教科書が配付されていることの確認 

（３） デジタルな形態を含む教科書等について 

ア 紙の教科書等を用いた学習が困難な児童生徒にとってのデジタルな形態の教科書等による学習効

果 

イ デジタルな形態が教科書と認められた場合、デイジー教科書や拡大教科書の機能を持つデジタル

な形態の教科書等が無償給与の対象となり、利用促進やそのような教科書等の充実につながるので

はないかとの意見に対する文部科学省の見解 

ウ 児童生徒の発達段階を踏まえたデジタルな形態を含む教科書の利用の在り方を示すことの重要性 

エ デジタルな形態を含む教科書の価格の目安等を早期に示す必要性 

（４） 独立行政法人日本学生支援機構（ＪＡＳＳＯ）について 

ア 職員や運営費交付金の不足等の法人運営上の課題に関する事実関係 

イ ＪＡＳＳＯが直面する現実を踏まえ、体制整備等の課題解決に向けた松本文部科学大臣の決意 

 

市村浩一郎君（維新） 

 

（１） 松本文部科学大臣が所信で述べた「日本型教育」の意味 

（２） 日本型教育を海外展開するに当たり、日本の教育の現状及び課題を見つめ直す必要性 

（３） 理工系人材の育成の観点から、中学校段階の生徒・保護者等に対して高等専門学校という選択肢を

周知する必要性 

（４） 香道を武道、書道、華道、茶道に並ぶ道として加える又は再認識することが必要との意見に松本文

部科学大臣の見解 
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西岡義高君（国民） 

 

（１）学習指導要領における性教育のいわゆる「はどめ規定」について 

ア 「はどめ規定」が設けられた時期及びその目的 

イ 学習指導要領改訂に向けた中央教育審議の検討における「はどめ規定」に関する議論の状況 

ウ 社会的に性教育への要望が高まり、文部科学省においても性教育に課題があると認識する中で、

「はどめ規定」を存続させようとする理由 

エ 性交は愛を育み、信頼関係を築く大切なコミュニケーションであることを教えるという観点から

の性教育の必要性に対する松本文部科学大臣の見解 

（２）大学の入学金二重払いについて 

ア 大学の入学金二重払い問題に対する文部科学省の認識及び今後の取組 

イ 大学入学者選抜実施要項に入学金の納付期限を明記すべきとの意見に対する松本文部科学大臣の

見解 

 

河井昭成君（国民） 

 

（１） 公立幼稚園教員の処遇改善について 

   ア 子ども・子育て支援新制度の下での処遇改善の状況 

   イ 子ども・子育て支援新制度と教育公務員としての教職調整額の支給という２つの異なる制度にま 

たがる不安定な現状への認識及び今後の処遇改善の見通し 

   ウ 処遇改善が確実になされているかについて確認する必要性 

（２） 教員の人材確保について 

   ア 公立学校の教員に求められる資質及び学力 

   イ 教育大学や教育学部への志願者数、倍率及び進学者の学力の変化についての認識並びに高校生段 

階における教員志望者の動向についての分析 

   ウ 教育大学や教育学部の卒業者における教員就職率の推移等の進路の現状及び教員以外の進路を選 

択する要因 

   エ 教員の処遇改善が不可欠であるとの認識の有無及び改善の方向性 

 

渡辺藍理君（参政） 

 

（１） 同志社国際高校の研修旅行中に発生したボート転覆事故について 

   ア 事故の背景、情報共有の在り方、危機管理体制等についての課題の認識及び今後の対応方針 

   イ 教員が政治的に意見が分かれるテーマを適切に扱うためのチェックリストや事例集、研修の充実 

    を図る必要性 

（２） 歴史教育について 

   ア 教育の政治的中立性を確保するための教科書検定の具体的なプロセス及び判断基準 

   イ 領土問題に関する主権国家としての基本的立場の教科書への反映方法 

   ウ 研究途上で見解が分かれる事案等を教科書に掲載する際の公正性及び中立性を担保するための方 

    策 

   エ 検定による教科書発行者の萎縮傾向が生じないよう公平性を担保するための方策 

オ 我が国の受験が暗記偏重となっている現状に対する認識及び歴史本来の学びの必要性 

 

河合道雄君（みらい） 
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（１） 特別な教育的支援を必要とする児童生徒への支援に向けた情報連携について 

   ア 令和８年３月 26日付の事務連絡「発達障害を含む特別な教育的支援を必要とする児童生徒への適 

  切な支援に向けた新年度における対応について」の背景にある問題意識 

   イ 個別の教育支援計画の域内の標準化及びデジタル化の実態の把握方法並びにＩＣＴ化・デジタル 

化を先行させてはどうかとの提案に対する文部科学省の見解 

   ウ 学校設置者に義務付けられた合理的配慮に関する情報及び個別の教育支援計画を進学時に引き継 

ぐべき情報として明確に位置付ける考えの有無 

（２） 国立博物館及び国立美術館の次期中期目標について 

   ア 自己収入の数値目標を設定した趣旨及び 65％という水準の根拠 

   イ 目標達成に向けて展示事業収入をどのように増やすことを期待しているのか、また、各法人の創 

意工夫等をいかに促そうとしているのかについての確認 

   ウ 自己収入と運営費交付金の関係並びに現行制度において自己収入が当初目標を上回った場合の年 

度内の柔軟な取組への活用及び翌年度の上乗せ的な繰越しの可否 

 

３ 学校教育法等の一部を改正する法律案（内閣提出第 55号） 

 ・松本文部科学大臣から趣旨の説明を聴取しました。 

 

 

 


